
      

 今年も松原ひかり幼稚園に新しい絵本が届きました！ 絵本の時間に自分で読むのもよし、先生に読んで

もらうのもよし、お気に入りの絵本が見つかるといいですね。スポンジのように何でも吸収する乳幼児期に、

読み聞かせは、語彙の数を増やすのにぴったりです。読んであげればあげるほど、知っている言葉の数が増え

ると言っても過言ではありません。子どもの世界がぐ～んと広がります。ぜひお家でも本をたくさん読んであ

げて、一緒に読みながら会話してあげてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新しい絵本  松原ひかり幼稚園  

『おすしやさんにいらっしゃい！ 生きものが   

 食べものになるまで』  おかだ だいすけ 

キンメダイ、アナゴ、イカなど、釣り上げた魚をさばき、

切り身へとかわって行く様子を、動画のような連続性で

見せる写真絵本。魚の部位の名前や特徴も解説されてい

ます。最後はお寿司になって、みんなで美味しくいただ

きます。「いのちをもらって生きている自分を大切に・・」 

というメッセージがこめられているようです 

  第 27 回日本絵本賞受賞作(2022) 

『おひさまわらった』 きくちちき 

草がゆれ、花はおどり、虫や蝶のささやきが聞こえる森へ

さんぽにでかけよう。 

おひさまのもと、すべてのいのちたちとつながって、 

どこまでも歩いていける・・・ 

ブラチスラバ世界絵本原画展受賞作家きくちちきさんが、 

究極の木版画で描きだす、たいせつな思い。 

 第 27 回日本絵本賞(2022)ノミネート作品 

『どうぶつ勝負(かちまけ)はっけよい！』  

    大橋慶子  

カバの勝ち負けは何で決まる？口の開ける大き

さ？動物にはそれぞれリアルな「勝ち負け」がある

ようです。独特のユニークなくらべっこで勝負を決

める動物、歌や造形物など、技術の巧みで勝負する

動物・・そんな愉快なお話です。 

第 27 回日本絵本賞(2022)ノミネート作品 

 

 第 27 回日本絵本賞(2022)ノミネート作品 

 

『 蛾 姿はかわる』イザベルトーマス 文/ダ

ニエルイグヌス 絵/青山南 訳 

「これはうすい色とこい色のお話です。変化と適応

の、生きのびることと希望のお話です・・」環境の変

化を生き抜いた、進化のお話です。絵も素晴らしい。

シャネルのデザインも手がける画家さんです。 

 第 27 回日本絵本賞(2022)ノミネート作品 

 

『びりびり(とことこえほん)』  

   中新井純子  

びりびりびりびり・・・子どもたちは 

新聞紙や包み紙を破るのが大好きですね。小さな

手でもすぐちぎれて、「ぴりっ」から「びりびりー」

と大胆に破壊します。そんな様子を描いた、０，1

歳からの絵本です。 

第 27 回日本絵本賞(2022)ノミネート作品 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『あんなにあんなに』 ヨシタケシンスケ 

あんなにほしがってたのに、あんなにしんぱいしたのに、あんな

に小さかったのに―。日常にあふれるたくさんの「あんなに」の

中で、子どもは大人になっていきます。 

大人の目線と子どもの目線の両方から「あんなに・・・」の様子

描かれ、親子で読むとクスクスと笑いが洩れそう。 

 

「のせのせ せーの！」 斉藤倫 

「のせのせ せーの！」と唱えてめくると、あら不思議！白い鳥がい

ます。そのとなりのページには、赤い実がたわわになった、大きな

木。可愛らしい素敵な絵です。「のせのせせーの！」とページをめく

ると…すてきな羽になりました！真っ白なワンピースがかわいい花

柄になったり…となりのページにあるものが、つぎつぎと絵にのっ

かっていきます。めくって、のせて、見つけて、楽しい新感覚の絵

本！ 

『うたがみえるきこえるよ』エリックカール 

この絵本には言葉がありません。絵を見ながら耳を澄ましてみましょう。

うたが聞こえますか。風景や物語が見えますか。 

空想するよろこび、想像するよろこびがいっぱいのイメージ絵本です。 

 

「わゴムはどのくらいのびるかしら？」  

マイクセーラー文/ジェリージョイナー絵/きしだえりこ訳 

ある日、ぼうやは、わゴムがどのくらいのびるか、ためしてみること

にしました。部屋からそとへ、バスで、汽車で、飛行機で、わゴムは

どんどん、どんどんのびて・・「ウワーッ、モウダメ。キレチャウヨ

ー！」大人も子どももハラハラドキドキ。子どもの「想像の世界」に

引き込まれる楽しい絵本。 

「パンどろぼう」 柴田ケイコ 

町のパン屋から、パンがパンをかついで逃げていきます。 

「おれはパンどろぼう。おいしいパンをさがしもとめる おおどろ

ぼうさ」「いとしい いとしい いとしのパン！」 

「ふっくら焼きたてをねらう。いただくパンはひとつだけ。いただく

ときは感謝をこめて。」これがパンどろぼうの掟。 

さて、表情がとってもお茶目なパンどろぼうの正体は・・・？ 

「はじめての からだえほん」 山田真 

幼稚園でも体や耳や鼻、目や歯の検診があります。わたしたちの体は

どんな仕組みになっているのかな？食べ物を食べたらうんちやおし

っこになる不思議、けがをしたら出る血はどんな役割をしている

の？人間の体ってうまくできているなぁと感心させられる絵本で

す。先生と一緒に、可愛い絵を見ながら、体の不思議を知ってもらえ

たら嬉しいです。 

 
大判絵本『ぼくのくれよん』『せんろはつづく どこまでつづく』『からすのぱんやさん』 

 種類の少ない大判絵本ですが、少しずつ増やしていきます。 

紙芝居『かぐやちゃんともったいないでんき』 天野慶 

 電気代が急騰していますね。電気の供給が足りるのか心配です。みんなで節電しましょう。 


